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令和７ 年度採用　 高等学校　 地理歴史（ 日本史・ 世界史）

教科（ 科目） 受験番号

地理歴史（ 日本史・ 世界史）

1 　 次の設問（ １ ） 〜（ １ ２ ） に答えよ 。

（ １ ）　 次の地図中の３ 地点（ 秋田， 盛岡， 宮古） と 雨温図の組合せと し て最も 適切なも の

を， 次の①〜⑥の中から 一つ選べ。 解答番号は１ １ 。
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50km50km （「 気象庁資料」 よ り 作成）
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秋田 盛岡 宮古

① ア イ ウ

② ア ウ イ

③ イ ア ウ

④ イ ウ ア

⑤ ウ ア イ

⑥ ウ イ ア

著作権保護の観点
により、掲載いた
しません。

著作権保護の
観点により、
掲載いたしま
せん。

著作権保護の
観点により、
掲載いたしま
せん。

著作権保護の
観点により、
掲載いたしま
せん。
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（ ２ ）　 次のグラ フ は， 北海道， 東北， 関東， 北陸， 九州の各地方の農業産出額の内訳を

示し たも のである 。 関東地方に当てはま る も のと し て最も 適切なも のを ， 次の①〜

⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は１ ２ 。

0％ 20％

米　 　 野菜　 　 果実　 　 畜産　 　 その他

40％ 60％ 80％ 100％

① 15,711億円

② 12,919億円

③ 19,098億円

⑤ 13,599億円

④ 3,833億円

12.512.5

8.38.3

7.47.4 23.223.2

56.656.6

26.726.7 17.217.2 17.417.4 34.7 4.0

14.314.3 4.34.3 19.8 5.0

7.47.4 49.2 12.8

17.217.2 58.3 15.6

0.6

36.936.9 34.8 12.63.23.2

注： 関東地方は， 東京都， 神奈川県， 千葉県， 埼玉県， 茨城県， 栃木県， 群馬県の１ 都６ 県， 北陸地方

は新潟県， 富山県， 石川県， 福井県の４ 県， 九州地方には沖縄県を 含む。

（「 令和４ 年度　 生産農業所得統計」 よ り 作成）

著作権保護の観点により、掲載いたしません。
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（ ３ ）　 次の文章を 読み， 下線に誤り を 含んでいる も のを ， ①〜⑤の中から 一つ選べ。 解

答番号は１ ３ 。
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（ 国土地理院　 地形図「 五所川原」 平成 23 年発行を 一部改変）

　 上の地形図は， 青森県の岩木川流域のも のである 。 南北を 貫く 岩木川は， つがる 市と

鶴田町の①市町の境の一部と なっ ている 。

　 地点アは， 旧河道に位置し ており ， 主に水田と し て利用さ れている こ と が分かる 。 一

般に， 旧河道は地盤が弱く ， 地震の際には②液状化現象が起こ り やすいと いわれる 。

　 地点イ は， 自然堤防上に位置し ており ， ③主に果樹園と し て利用さ れている こ と が分

かる 。 ま た， 地点イ の東側には列状に集落も 見ら れる 。 一般に， 農村において， 自然堤

防上は， ④集落や畑と し て利用さ れる こ と が多い。

　 地点ウ は， 自然堤防の背後に位置し ており ， 主に水田と し て利用さ れている こ と が分

かる 。 一般に， 氾濫原において， 自然堤防の背後は， ⑤水はけのよ い後背湿地と なる 。

著作権保護の観点により、掲載いたしません。
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（ ４ ）　 次の地図中に示さ れたア 〜ウ の国と ， それぞれの国における 宗教別人口割合を 示

し たグラ フ Ａ 〜Ｃ の組合せと し て最も 適切なも のを， 次の①〜⑥の中から 一つ選べ。

解答番号は１ ４ 。
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2%

正教会2%

その他
8%

その他
42%

その他
17%

正教会
90％

正教会
90％

プロ テス タ ント
27％
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27％

カト リ ッ ク
29％

カト リ ッ ク
29％

カト リ ッ ク
83％

カト リ ッ ク
83％

（「 De Grote Bosatlas 2007」 ほかよ り 作成）

ア イ ウ

① Ａ Ｂ Ｃ

② Ａ Ｃ Ｂ

③ Ｂ Ａ Ｃ

④ Ｂ Ｃ Ａ

⑤ Ｃ Ａ Ｂ

⑥ Ｃ Ｂ Ａ

著作権保護の観点により、
掲載いたしません。

著作権保護の観点により、掲載いたしません。
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（ ５ ）　 次のグラ フ 中のＡ 〜Ｃ は， 日本， ベト ナム， マレ ーシアのいずれかの 15 歳以上の

産業別就業者人口の割合を 示し ており ， 記述ア 〜ウ はこ れら の国の産業の特色につ

いて説明し ている 。 グラ フ と 記述から ， マレ ーシア を 示し た組合せと し て最も 適切

なも のを ， 次の①〜⑨の中から 一つ選べ。 解答番号は１ ５ 。
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注： 統計年次は， 日本と マレ ーシアは2020年， ベト ナム は2022年。
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注： 統計年次は， 日本と マレ ーシアは 2020 年， ベト ナム は 2022 年。

（「 世界の統計　 2024」 よ り 作成）

ア　 こ の国では， 1980 年代中ごろ から ， ド イ モイ （ 刷新） と よ ばれる 市場開放政策を

展開し ， シン ガポールなど の賃金水準の高い国から ， 繊維製品や食料品など の労働

集約的な 工業の生産拠点が移転し てく る よ う になっ た。 1990 年代には A SEA N に

加盟し ， 現在では， 周辺の国々から の投資も 盛んになっている 。

イ 　 こ の国は， 1960 年代に高度経済成長を 成し 遂げ， 電気機械や自動車など の生産と

輸出が拡大し たが， 1980 年代に入る と 貿易摩擦が生じ たこ と や人件費の高騰など か

ら ， 生産拠点の海外移転が進んだ。 1990 年代以降は， 情報通信技術の進展によ って

情報通信業が発展し た。

ウ 　 こ の国は， A SEA N の中でも 早く から 工業化が進んだ。 輸出加工区に外国企業を

誘致し ， 半導体の集積地を 作る など し て， 電機・ 電子産業を 発展さ せたこ と で， か

つて は天然ゴ ム や原油が主な 輸出品であ っ たが， 現在では機械類が主な 輸出品と

なっている 。

①　 Ａ ・ ア　 　 　 ②　 Ａ ・ イ 　 　 　 ③　 Ａ ・ ウ 　 　 　 ④　 Ｂ ・ ア　 　 　 ⑤　 Ｂ ・ イ

⑥　 Ｂ ・ ウ 　 　 　 ⑦　 Ｃ ・ ア　 　 　 ⑧　 Ｃ ・ イ 　 　 　 ⑨　 Ｃ ・ ウ

著作権保護の観点により、
掲載いたしません。
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（ ６ ）　 次のグラ フ は， アジア， アフ リ カ ， 北ア メ リ カ ， ヨ ーロ ッ パ， オセアニア の食料

生産量と 人口の推移について， 2005 年を 100 と し て示し たも のである 。 アフ リ カ の

グラ フ と し て最も 適切なも のを， 次の①〜⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は１ ６ 。
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（「 FA OSTA T」 よ り 作成）

著作権保護の観点により、掲載いたしません。

著作権保護の観点により、掲載いたしません。
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（ ７ ）　 次の資料は， 13 世紀半ばの伯耆国東郷荘の土地経営に関する 略図である 。 資料に

関する 記述ア 〜エについて， 正し いも のの組合せと し て最も 適切なも のを ， 次の①

〜⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は１ ７ 。

＜凡例＞

田地

山林

牧野

は領家分と 地頭分の境界線

（「 伯耆国河村郡東郷荘下地中分絵図」 よ り 作成）

ア　 境界線を 境に， 東部は領家分， 西部は地頭分と し て領域別に二分し ている こ と が

わかる 。

イ 　 田地・ 山林・ 牧野を， それぞれ領家分・ 地頭分に二分し ている こ と がわかる 。

ウ 　 こ の資料は， 地頭の荘園侵略が激し く なる 中で， 荘園を 分割し て片方を 地頭の支

配に任せ， 互いに干渉せずに土地と 農民と を 支配する 取り 決めを 示し た図である 。

エ　 こ の資料は， 地頭が荘園全体を 管理し ， 領主に一定の税を 納入する 取り 決めを 示

し た図である 。

①　 ア・ エ　 　 　 ②　 ア・ ウ 　 　 　 ③　 イ ・ ウ 　 　 　 ④　 ア・ イ 　 　 　 ⑤　 イ ・ エ

著作権保護の観点により、掲載いたしません。
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（ ８ ）　 次の資料Ａ 〜Ｃ と ， それぞれが描かれた頃の文化の特色に関する 記述ア〜ウ の組

合せと し て最も 適切なも のを ， 次の①〜⑥の中から 一つ選べ。 解答番号は１ ８ 。

＜資料＞

Ａ 　「 四季山水図巻」

Ｂ 　「 紅白梅図屏風」

Ｃ 　「 鳥獣戯画」

著作権保護の観点により、掲載いたしません。

著作権保護の観点により、掲載いたしません。

著作権保護の観点により、掲載いたしません。
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ア　 経済と 文化の先進地であっ た大坂や京都など の上方を 中心に文化が発展し た。 ま

た， 江戸では， 都市の風俗を描く 浮世絵があら われ， 民衆に広く 普及し た。

イ 　 貴族文化が， 新たに台頭し てき た武士や庶民と その背後にある 地方文化を 取り 入

れる よ う になった。 ま た， 地方の合戦に取材し た軍記物も つく ら れはじ めた。

ウ 　 風雅を 尊ぶ日本古来の精神に簡素を 重んじ る 禅の精神が合わさ っ て， 幽玄の境地

を 求める 傾向が文化の各方面に広く あら われる よ う になり ， 簡素ななかに幽玄を 重

んじ た庭園など も つく ら れた。

Ａ Ｂ Ｃ

① ア イ ウ

② ア ウ イ

③ イ ア ウ

④ イ ウ ア

⑤ ウ ア イ

⑥ ウ イ ア
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（ ９ ）　 次の文章は， 東南アジア のある 国の独立後の展開について述べたも のである 。 こ

の文章にあてはま る 国と し て最も 適切なも のを ， 地図の①〜⑤の中から 一つ選べ。

解答番号は１ ９ 。

　 1945 年， こ の国は， フ ラ ン ス から の独立を 宣言し たが， こ れを 認めないフ ラ ン ス と の

間で戦争と なっ た。 1954 年， フ ラ ン ス 軍の要塞陥落を 機に休戦協定が成立し たが， 北緯

17 度線を 境界線に北と 南に分断さ れ， それぞれ中国・ ソ 連と アメ リ カ の支援を 受けて対

立を 深めた。 1960 年代に入る と アメ リ カ が南の勢力を 支援し て本格的な軍事介入を おこ

なっ た。 こ れに対し て， 中国と ソ 連は北の勢力に軍事・ 経済援助を おこ なった。 1976 年，

最終的には北の勢力が勝利し 社会主義国家が成立し た。

④

⑤

③

①

②
著作権保護の観点
により、掲載いた
しません。
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（ １ ０ ）　 次の史料Ａ 〜Ｃ は， 近代日本の国際関係に関連する も のであ る 。 Ａ 〜Ｃ に関す

る 記述ア〜ウ のう ち， その説明が適切である も のを「 ○」， 適切でないも のを 「 ×」

と し たと き ， その組合せと し て最も 適切なも のを， 次の①〜⑧の中から 一つ選べ。

解答番号は２ ０ 。

＜史料＞

Ａ

第二条　 露西亜帝国政府ハ， 日本国カ 韓国ニ於テ政事上， 軍事上及経済上ノ 卓絶ナル利

益ヲ 有ス ルコ ト ヲ 承認シ， 日本帝国政府カ 韓国ニ於テ必要ト 認ム ル指導， 保護及監理

ノ 措置ヲ 執ルニ方リ 之ヲ 阻礙シ又ハ之ニ干渉セサルコ ト ヲ 約ス ……

Ｂ

第一号（ 前文略）

第一条　 支那国政府ハ， 独逸国カ 山東省ニ関シ条約其他ニ依リ 支那国ニ対シテ有ス ル

一切ノ 権利・ 利益・ 譲与等ノ 処分ニ付， 日本国政府カ 独逸国政府ト 協定ス ヘキ 一切

ノ 事項ヲ 承認ス ヘキコ ト ヲ 約ス

Ｃ

一， 主力艦の代艦建造は五ヵ 年間更に休止する

二， 英国は五隻， 米国は三隻， 日本は一隻の主力艦を それぞれ繰上げて廃棄する

三， 日米英三国の補助艦保有制限量を 左の如く 定める

　（ 後略）

ア　 史料Ａ によ り ， ロ シアは韓国に対する 日本の指導， 監督権を全面的に認めた。

イ 　 史料Ｂ によ り ， 日本は第一次世界大戦の終結後， ド イ ツ が中国や南洋諸島に持っ

ていた権益を 継承する こ と と なっ た。

ウ 　 史料Ｃ を 内容と する 条約が調印さ れる と ， 野党や軍部など は， 条約を 結んだ浜口

雄幸内閣に対し て， 統帥権の干犯である と し て激し く 攻撃し た。

著作権保護の観点により、掲載いたしません。

著作権保護の観点により、掲載いたしません。

著作権保護の観点により、掲載いたしません。
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ア イ ウ

① ○ ○ ○

② ○ ○ ×

③ ○ × ○

④ ○ × ×

⑤ × ○ ○

⑥ × ○ ×

⑦ × × ○

⑧ × × ×

（ １ １ ）　 次の宣言が調印さ れた時期と し て最も 適切なも のを， 年表中の①〜⑤の中から

一つ選べ。 解答番号は２ １ 。

　 日本国と ソ ヴィ エト 社会主義共和国連邦と の間の戦争状態は， こ の宣言が効力を 生ず

る 日に終了し ， 両国の間に平和及び友好善隣関係が回復さ れる 。

＜年表＞

年代 日本に関する 主な出来事

1951 年 サン フ ラ ン シス コ 平和条約調印

①

1960 年 日米新安保条約調印

②

1965 年 日韓基本条約調印

③

1972 年 日中共同声明調印

④

1978 年 日中平和友好条約調印

⑤

1985 年 プラ ザ合意成立
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（ １ ２ ）　 日本国憲法に関する 記述の正誤の組合せと し て最も 適切なも のを， 次の①〜⑧

の中から 一つ選べ。 解答番号は２ ２ 。

ア　 吉田茂内閣はＧ Ｈ Ｑ の指示を 受け， 大日本帝国憲法の改正案の作成に着手し た。

イ 　 日本国憲法は， 大日本帝国憲法を 改正する 形式を と り ， 衆議院と 貴族院で修正，

可決さ れた後， 公布， 施行さ れた。

ウ 　 新憲法のも と で最初に実施さ れた衆議院議員総選挙では， 自由民主党と 日本社会

党によ る 二大政党制が成立し た。

ア イ ウ

① ○ ○ ○

② ○ ○ ×

③ ○ × ○

④ ○ × ×

⑤ × ○ ○

⑥ × ○ ×

⑦ × × ○

⑧ × × ×
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2 　 次の設問（ １ ） 〜（ ８ ） に答えよ 。

（ １ ）　 次の表は，「 高等学校学習指導要領（ 平成３ ０ 年告示）」 に示さ れた内容を 基に作

成し た歴史総合の大項目およ び中項目を 示し ている 。 表に示さ れた大項目およ び中

項目について，「 高等学校学習指導要領（ 平成３ ０ 年告示） 解説　 地理歴史編」 に示

さ れている 内容と し て正し いも のを， 次の①〜⑤の中から 二つ選べ。 解答番号は２ ３ 。

歴史総合における 大項目 A 〜 D と それぞれの中項目

大
項
目

Ａ 　 歴史の扉 Ｂ 　 近代化と私たち
Ｃ　 国際秩序の変化や大

衆化と 私たち

Ｄ 　 グ ロ ーバル化

と 私たち

中
項
目

（ 1） 歴史と私たち（ 1） 近代化への問い
（ 1） 国際秩序の変化や

大衆化への問い

（ 1） グ ロ ーバル化

への問い

（ 2） 歴史の特質

と 資料

（ 2） 結び付く 世界

と 日本の開国

（ 2） 第一次世界大戦と 大

衆社会
（ 2） 冷戦と世界経済

（ 3） 国 民 国 家 と

明治維新

（ 3） 経済危機と 第二次

世界大戦

（ 3） 世 界 秩 序 の

変容と 日本

（ 4） 近代化と 現代

的な諸課題

（ 4） 国際秩序の変化や大

衆化と 現代的な諸課題

（ 4） 現代的な諸課題

の形成と 展望

①　 大項目Ａ ， Ｂ ， Ｃ 及びＤ については， 各学校の特色や生徒の実態等を 踏ま え， 必

要に応じ て取り 扱う 順序を 入れ替え， 弾力的な運用を する こ と も 可能である 。

②　 大項目Ｂ から Ｄ については， 世界の歴史の大き な枠組みと 展開を， 諸地域を 軸に

その歴史的特質の形成， 交流・ 再編， 結合・ 変容から 構造的に理解する こ と を ねら

いと し ている 。

③　 大項目Ｂ から Ｄ の中項目（ 1） では， 生徒にと っ て身近な生活や社会の変化を 表

す資料を 取り 上げて， 情報を 読み取っ たり ま と めたり し て資料を 活用する 技能を 身

に付ける と と も に， 歴史の大き な変化に伴う 生活や社会の変容について考察し ， 問

いを 表現する 。

④　 大項目 B から D の中項目（ 3） では，（ 歴史の解釈， 説明， 論述） が設定さ れ，

資料から 歴史に関わる 事象を 解釈し たり ， 説明し たり ， 論述し たり する 学習を 取り

入れて， 繰り 返し それを 行う こ と で， 習得し た知識や概念のよ り 深い理解を 図る こ

と ， 思考力， 判断力， 表現力等の一層の育成を 図る こ と と さ れている 。

⑤　 大項目 B 及び C の中項目（ 4） では， 中項目（ 1） から （ 3） ま での学習内容を 踏

ま え，「 自由・ 制限」，「 平等・ 格差」，「 開発・ 保全」，「 統合・ 分化」，「 対立・ 協調」

など ， 現代的な諸課題の形成に関わる 歴史的な状況を 考察する ための観点を 活用し

て主題を設定し ， 現代的な諸課題の形成に関わる 近現代の歴史を考察し ， 表現する 。
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（ ２ ）　 次の A 〜 C の資料と ， 資料に関連する 文明について説明し た記述ア〜ウ の組合せ

と し て最も 適切なも のを， 次の①〜⑥の中から 一つ選べ。 解答番号は２ ４ 。

　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 A 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 B　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 C

ア　 整然と 区画さ れた道路に沿っ て， 焼成煉瓦づく り の建築が建ちなら び， 下水道も

整備さ れていた。 ま た， 宮殿や陵墓は発見さ れず， 強大な支配者のいない社会と 思

われる 。

イ 　 二つの大河川にはさ ま れた地域に， 神殿を 中心に大村落が成立し ， 多く の都市国

家が形成さ れた。 こ こ では王を中心に， 神官・ 役人・ 戦士など が都市の神をま つり ，

政治や経済・ 軍事の実権を 握って人々を 支配する 階級社会が成立し た。

ウ 　 定期的に氾濫する 川の流域に集落ごと に灌漑農業が発達し ていたが， よ り 大規模

な治水・ 灌漑事業の必要から ， 統一国家が成立し た。 王は太陽神の子と し て超越し

た権力を も ち， 神権政治を 行った。

①　 Ａ ＝ア　 　 Ｂ ＝イ 　 　 Ｃ ＝ウ

②　 Ａ ＝ア　 　 Ｂ ＝ウ 　 　 Ｃ ＝イ

③　 Ａ ＝イ 　 　 Ｂ ＝ア　 　 Ｃ ＝ウ

④　 Ａ ＝イ 　 　 Ｂ ＝ウ 　 　 Ｃ ＝ア

⑤　 Ａ ＝ウ 　 　 Ｂ ＝ア　 　 Ｃ ＝イ

⑥　 Ａ ＝ウ 　 　 Ｂ ＝イ 　 　 Ｃ ＝ア

著作権保護の観点により、掲載いたしません。
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（ ３ ）　 次の史料Ａ ・ Ｂ に関連し た記述と し て最も 適切なも のを ， 次の①〜⑤の中から 一

つ選べ。 解答番号は２ ５ 。

史料Ａ

　（ 天平十五年五月） 乙
き のと のう し

丑， 詔
みこ と のり

し て 曰
のたま わ

く ，「 聞く なら く ， 墾田は養老七年の格
き ゃ く

に依
よ

り て，

限
げん

満つる 後， 例に依り て収授す。 是
こ れ

に由
よ

り て， 農夫怠
たい

倦
けん

し て， 開ける 地復
ま

た荒る ， と 。

今よ り 以後， 任
ま ま

に私財と 為
な

し ， 三世一身を 論ずる こ と 無く ， 咸
みな

悉
こ と ご と

く に永年取る 莫
なか

れ。

其の親王の一品及び一位は五百町， ……初位已
い

下
か

庶
し ょ

人
にん

に至る ま では十町。 但
ただ

し 郡司は，

大
だい

領
り ょ う

少
し ょ う

領
り ょ う

に三十町， 主
し ゅ

政
せい

主
し ゅ

帳
ちょ う

に十町。 ……」 と 。

（『 続日本紀』）

史料Ｂ

　 コ ノ 後三条 位
く ら い

ノ 御
おん

時
と き

， ……延久ノ 記録所ト テハジメ テヲ カ レ タ リ ケルハ， 諸国七道

ノ 所領ノ 宣旨・ 官
かん

符
ぷ

モナク テ公
く

田
でん

ヲ カス ムル事， 一天四海ノ 巨
こ

害
がい

ナリ ト キコ シメ シツ メ

テアリ ケ ルハ， ス ナハチ宇
う

治
じ

殿ノ 時， 一
いち

ノ 所ノ 御
ご

領
り ょ う

御領ト ノ ミ 云
いい

テ， 庄園諸国ニミ チ

テ受
ず

領
り ょ う

ノ ツ ト メ タ ヘガタ シナド 云
いう

ヲ ， キコ シメ シモチタ リ ケルニコ ソ 。 ……

（『 愚管抄』）

①　 史料Ａ にある 法によ っ て， 貴族・ 寺院や地方豪族等が私有地拡大を 進めたこ と に

よ り ，いわゆる 初期荘園が増加し た。 初期荘園の増加によ る 財政難を解消する ため，

後三条天皇は， 史料Ｂ にある 荘園整理令を出し ， 荘園の審査を行っ た。

②　 史料Ａ にある 法によ り ， 三代に限り 土地の私有を 認めたこ と で， 荘園が増加し ，

国家の財政が悪化し た。 こ のため， 後三条天皇は史料Ｂ にある よ う に， 摂関家の荘

園も 含めて審査を 行い， 基準に合わない荘園を 整理し た。

③　 史料Ａ にある 法によ っ て成立し たいわゆる 初期荘園は， 律令国家の衰えと と も に

ほと んど が衰退・ 消滅し た。 その後う ま れた寄進地系荘園が増加し ， 国衙の税収を

低下さ せる と し て， 後三条天皇は， 史料Ｂ にある よ う に， 摂関家の荘園も 対象に整

理し た。

④　 史料Ａ にある 法によ り ， 多く の荘園が成立し ， 有力貴族に荘園の寄進が集中する

よ う になっ た。 そのため， 後三条天皇は史料Ｂ にある よ う に， 違法な土地の所有を

禁止し ， 律令制の再建を 図ったが効果はなかっ た。

⑤　 史料Ａ にある 法によ り ， 多く の荘園が成立し ， 有力貴族に荘園の寄進が集中する

よ う になっ た。 後三条天皇は， 史料Ｂ にある よ う な荘園の整理を 進めたが， 摂関家

の荘園は対象と さ れなかっ たため， 荘園の整理は進ま ず， 効果が上がら なかっ た。

著作権保護の観点により、掲載いたしません。

著作権保護の観点により、掲載いたしません。
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（ ４ ）　 次の史料 A は， 19 世紀に， ある 国の国王が江戸幕府の将軍に宛て， 日本の通商に

ついての要求を 記し た書簡の一部であ り ， 史料 B はこ の書簡に対し ， 老中が作成し

た返書の内容の一部であ る 。 史料 A ， Ｂ を 読み， 史料Ｂ の下線 a に当たる 国と し て

最も 適切なも のを ①〜③から ， 史料 A ， Ｂ についての説明と し て最も 適切なも のを

④〜⑦から ， それぞれ一つずつ選べ。 解答番号は２ ６ 。

史料Ａ

…謹
つつし

んで古今の時勢を 通考する に， 天下の民ハ 速
すみやか

ニ相
あい

親
し た

し むも のにし て， 其 勢
いき おい

ハ人

力のよ く 防ぐ 所に非
あら

ず。 蒸気船を 創製せる によ り ， 以
こ の

来
かた

各国相 距
へだた

る こ と 遠く て 猶
なお

近き

に異なら ず。 斯
かく

の如
ご と

く 互に好
よ し み

を 通ずる 時に当
あた

り て， 独
ひと り

国を 鎖
と ざ

し て万国と 相親し ま ざる

ハ人の好
よ

ミ する 所にあら ず。 貴国歴代の法に異国の人と 交
ま じ わり

を 結ぶこ と を 厳禁し たま ふ

ハ， 欧
ヨ ー ロ ッ パ

羅巴州にて遍
あま ね

く 知る 所なり 。 …是
こ こ

に殿下に丁
てい

寧
ねい

に忠告する 所なり 。

史料Ｂ

我国往古よ り 海外に通問する 諸国少から ざり し に， 四海泰平に治り 法則やや備わり ， 朝

鮮琉球の外ハ信を 通ずる こ と なし ， ａ 貴国と 支那ハ年久く 通商する と いへど も ， 信を 通

ずる にハあら ず， 然て去秋貴国王よ り 書簡を 差越し 候と いへど も ， 厚意にめでて夫
それ

が為

に答ふれハ， 信を通ずる 事にし て祖宗の厳禁を 侵す， 是我が私に非ず， 故に返簡の沙汰

に及び難し ， …（ 後略）

①　 オラ ンダ　 　 ②　 アメ リ カ　 　 ③　 イ ギリ ス

④　 国王は， 幕府に対し て「 独国を 鎖し て万国と 相親し ま ざる 」 こ と は国際社会で認

めら れないと し て， 諸外国と の通商を 求めた。 こ れに対し ， 幕府は国王の「 厚意」

に感謝し ，「 信を通ずる 」 ためにも 欧米列強と 条約を 結ぶ必要がある と し た。

⑤　 国王は，「 独国を 鎖し て万国と 相親し ま ざる 」 日本と の貿易の利益を独占する ため，

自国と ま ず通商条約を 結ぶべき と 主張し た。 こ れに対し ， 老中は諸大名に広く 意見

を 求めた上で，「 祖宗の厳禁を侵す」 こ と はでき ないと し て，「 返簡の沙汰に及び難し 」

と し た。

⑥　 国王は， 幕府に対し ，「 歴代の法」 である 鎖国体制を 改め， 諸外国と の通商の開

始を 求めた。 こ れに対し ， 幕府は正式な国交を 結んでいない国から の書に対し て将

軍が返答する こ と は「 祖宗の厳禁を 侵す」 こ と になる と し て ，「 返簡の沙汰に及び

難し 」 と し た。

⑦　 国王は，「 独国を 鎖し て万国と 相親し ま ざる 」 日本と の貿易の利益を独占する ため，

鎖国体制の維持を 幕府に求めた。 こ れに対し ， 幕府は「 四海泰平」 と なっ た今では

諸外国と 「 信を通ずる 」 こ と が重要で，「 返簡の沙汰に及び難し 」 と し た。

著作権保護の観点により、掲載いたしません。

著作権保護の観点により、掲載いたしません。
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（ ５ ）　 次の日本の銑鉄生産量と 輸入量及び石炭の国内産出量の推移を 示し たグラ フ 1 と ，

日本の貿易額の推移を 示し たグ ラ フ 2 を 参考に， 年表のＡ 〜Ｃ の期間の日本の経済

や産業について説明し た記述ア 〜ウ の正誤について， 最も 適切なも のを ①〜⑧の中

から 一つ選べ。 解答番号は２ ７ 。

年代 日本の主な出来事

1894 年 日清戦争開戦

A

1899 年 日英通商航海条約施行

（ 領事裁判権撤廃）

1904 年 日露戦争開戦

Ｂ

1911 年 日米新通商航海条約

（ 関税自主権回復）

1914 年 第一次世界大戦への参戦

Ｃ

1921 年 ワ シン ト ン 会議に参加

【 グラ フ １ 】　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  【 グラ フ ２ 】

銑
鉄
の
生
産
量
と
輸
入
量

石
炭
の
産
出
量

貿
易
額

600

500

400

300

200

100

0

2500

2000

1500

1000

500

0

30000

25000

20000

15000

10000

5000

0

（ 千 t ） （ 百万円）

（ 年）（ 年）

銑鉄の生産量
銑鉄の輸入量

石炭の産出量

輸出額
輸入額

1890 1895 1900 1905 1910 1915 1920 1890 1895 1900 1905 1910 1915 1920

（ 千 t）

著作権保護の観点により、掲載いたしません。
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ア　 Ａ の期間には， 日清戦争の賠償金を 元手に， 富岡製糸場など の官営模範工場が建

設さ れ， 産業革命が始ま っ たこ と で， 石炭の需要が増加し た。 一方で， 銑鉄や機械

の生産においては， 海外への依存度が高く ， 貿易は輸入超過の状態であっ た。

イ 　 Ｂ の期間には， 八幡製鉄所の拡張計画の実施や政府の軍備拡張の政策の下， 民間

を 中心に重工業が発展し たため， 銑鉄の生産量が輸入量を 上回っ ていた状況から 、

輸入量が生産量を 上回る 状況に変化し ， 貿易においても 黒字の状態が続いていた。

ウ 　 Ｃ の期間には， 重工業の発展に伴い銑鉄や石炭の生産量が大幅に増加し ， 欧米へ

の軍需品やアジアへの綿織物など の輸出が増加し たこ と など を 背景に， 日本は債務

国から 債権国に転換し た。

ア イ ウ

① ○ ○ ○

② ○ ○ ×

③ ○ × ○

④ ○ × ×

⑤ × ○ ○

⑥ × ○ ×

⑦ × × ○

⑧ × × ×
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（ ６ ）　 次の史料は， ある 中国の歴史書の一節である 。 こ こ に書かれている 出来事と 同時

代の状況について の記述と し て 最も 適切な も のを， 次の①〜⑤の中から 一つ選べ。

解答番号は２ ８ 。

史料

桓帝の延熹九年に至る や， 大秦王安敦， 使を 遣わし ， 日南の 徼
き ょ う

外
がい

自
よ

り 象牙・ 犀角・ 瑇
たい

瑁
ま い

を 献じ ， 始めて乃
すなわ

ち一たび通ず。 其の表貢する 所， 並びて珍異なる も の無し 。 疑う ら

く は伝者の過ちか。

①　 ササン 朝時代のイ ラ ン で， マニがゾ ロ アス タ ー教や仏教・ キリ ス ト 教を 融合し て

マニ教を おこ し た。

②　 ジャ ワ 島のシャ イ レ ン ド ラ 朝で大乗仏教の寺院である ボロ ブド ゥ ールが建設さ れ

た。

③　 カ ス ピ 海の東方にいた遊牧民が， イ ラ ン 高原に進出し てパルティ ア王国（ アルサ

ケス 朝） を建てた。

④　 ク シャ ーナ朝は， カニシカ 王の時代に， プルシャ プラ を 都と し て中央アジアから

西北イ ン ド ま でを支配し た。

⑤　 朝鮮半島では新羅によ る 統一がなさ れ， 仏教を中心と し た文化が栄えた。

著作権保護の観点により、掲載いたしません。
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（ ７ ）　 次の史料Ａ はサルデーニャ 王国がフ ラ ン ス と 結んだ取り 決めの内容の一部であり ，

史料Ｂ はプロ イ セン 首相ビ ス マルク の演説の一部である 。 史料Ａ ， Ｂ について説明

し た記述と し て最も 適切なも のを ， 次の①〜⑥の中から それぞれ選べ。 ただし ， 史

料Ａ について は①〜③から ， 史料Ｂ について は④〜⑥から 選ぶこ と 。 解答番号は

２ ９ 。

史料 A

戦争がナショ ナリ ティ の大義に基づいて行われる ため， サヴォ ワ （ 注） の住民はフ ラ ン ス

と 合同する こ と ができ る 。 ただし ， サルデーニャ はモン ス ニ峠の手前に位置する エセヨ

ン 城砦を 保持する 。 ニース 伯領の住民のナショ ナリ ティ はあいま いなので， こ の問題は

保留と する 。

（ 注）　 サヴォ ワ ： サヴォ イ アのこ と 。

史料 B

憲法の危機は決し て恥辱ではなく ， 名誉なこ と であ り ま す。（ 中略） われわれには， わ

れわれの貧弱な身体には大き すぎる 軍備を 担おう と する 熱血があり ま すし ， と く にそう

する こ と を 好んでおり ま す。（ 中略） 現下の大問題が決せら れる のは， 演説や多数決に

よ っ てではなく （ 中略） ま さ に鉄と 血によ っ てなのであり ま す。

①　 史料Ａ をフ ラ ンス と 結んだサルデーニャ を 中心と し て， 1861 年にイ タ リ ア王国が

成立し たが， ニース やサヴォ ワ はフ ラ ン ス 領と さ れたため， イ タ リ アはこ の「 未回

収のイ タ リ ア」 を 獲得する ため， 第一次世界大戦に同盟国と し て参戦し た。

②史料Ａ を フ ラ ン ス と 結んだサルデーニャ は， フ ラ ン ス の支援を 受けオース ト リ アに

勝利し ， 1860 年にはフ ラ ン ス に対し てサヴォ ワ と ニース を 割譲する 代償に， 中部イ

タ リ ア諸国の併合を 認めさ せた。

③史料Ａ によ り ， サルデーニャ はサヴォ ワ を フ ラ ン ス に， ニース を オース ト リ アに譲

渡する こ と で国境を 確定さ せ， 1870 年には教皇領を 占領し ， イ タ リ ア半島の統一を

実現し た。

④ビ ス マルク は， 史料Ｂ の演説によ り ， 議会の反対を 押し 切っ て軍備拡張の方針を 打

ち出し ， デン マーク やオース ト リ アを 相次いで破っ た。

⑤ビ ス マルク は， ベルリ ン 会議において史料Ｂ の演説を 行い， 列強の対立を 調整する

と と も に， 各国の関心を ヨ ーロ ッ パ地域の外に向けさ せ， ヨ ーロ ッ パでの現状維持

を 図っ た。

⑥ビ ス マルク は， 史料Ｂ の演説によ り ， ユン カーによ る 農奴支配を 認め， フ ラ ン ス か

ら 亡命し たユグノ ーを 受け入れ， 富国強兵政策を 推し 進める と と も に， 対外戦争を

避け， 財政の均衡を 図っ た。

著作権保護の観点により、掲載いたしません。

著作権保護の観点により、掲載いたしません。
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（ ８ ）　 次の史料Ａ ・ Ｂ は， それぞれ第一次世界大戦中にイ ギリ ス がア ラ ブ人， ユダヤ人

と 交わし た約束を 示し たも のである 。 史料Ａ ・ Ｂ の組合せと し て最も 適切なも のを，

次の①〜⑥の中から 一つ選べ。 解答番号は３ ０ 。

史料 A

イ ギリ ス は一定の修正を 加えて， メ ッ カのシャ リ ーフ によ って要求さ れている 範囲内す

べての地域における アラ ブ人の独立を 認め， それを 支援する 用意がある 。

史料 B

国王陛下の政府はパレ ス チナにおいてユダヤ人のための民族的郷土を 設立する こ と を好

ま し いと 考えており ，こ の目的の達成を 円滑にする ために最善の努力を行う つも り です。

①　 史料Ａ ＝フ セイ ン ・ マク マホン 協定　 　 史料Ｂ ＝バルフ ォ ア宣言

②　 史料Ａ ＝フ セイ ン ・ マク マホン 協定　 　 史料Ｂ ＝サイ ク ス ・ ピ コ 協定

③　 史料Ａ ＝バルフ ォ ア宣言　 　 　 　 　 　 　 史料Ｂ ＝フ セイ ン ・ マク マホン 協定

④　 史料Ａ ＝バルフ ォ ア宣言　 　 　 　 　 　 　 史料Ｂ ＝サイ ク ス ・ ピ コ 協定

⑤　 史料Ａ ＝サイ ク ス ・ ピ コ 協定　 　 　 　 　 史料Ｂ ＝フ セイ ン ・ マク マホン 協定

⑥　 史料Ａ ＝サイ ク ス ・ ピ コ 協定　 　 　 　 　 史料Ｂ ＝バルフ ォ ア宣言

著作権保護の観点により、掲載いたしません。

著作権保護の観点により、掲載いたしません。


